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通常報
告

コロナ禍でPCRの実施など臨床検査も大きな影響を受けています。ただ、細菌による感染事例は現
在も発生しており、以前と変わらない対策が必要であると考えます。昨年度、京臨技で実施した精度
管理の報告を、京都橘大学藤原先生に講演頂きました。検査室で実施した検査内容を見直し、今後
の検査室運用に活用するための良い機会となりました。後半は栄研化学株式会社マーケティング部
の澤山あい先生に、CLSI M100-32nd Edition主な変更点のご紹介という内容でご講演頂きました。
CLSIのドキュメントは、毎年変更されるため、変更点を把握していないと誤った検査結果を報告してし
まうという検査過誤につながります。そのような危険を回避するためにも今回の研修会は大変有意義
であると考えます。今後もCLSIの変更があった際には同様の研修会を実施し、検査室の質の向上に
役立てたいと思います。

「CLSI M100-32nd Edition主な変更点のご紹介」
澤山　あい 栄研化学株式会社　マーケティング二部一課
総数：名（京臨技会員：17名）
山田　幸司　（京都府立医大）

以下、講演内容など

藤原　麻有 (京都橘大学　健康科学部　臨床検査学科)

研究講習事業報告

京臨技微生物研究班研修会
令和4年7月29日（金）　18：30～20：00
web開催
2021年度精度管理報告


